
活用の取り組み
　市内ではすでに、教育機関や南相馬ロボット産業協議会などと連携したロボット
産業推進の取り組みが始まっています。平成29年の取り組みの一部を紹介します。

　注文を受けた商品をドローンでコンビニから移動販売車まで配送する
全国初のサービスが10月末から小高区で始まりました。
　サービスは、楽天㈱と㈱ローソンの試験運用として、約半年間続けら
れる予定です。移動販売車から温かい食べ物を注文すると、ローソン南
相馬小高店から小谷集落センターまで自律飛行のドローンで品物が届け
られます。利用時間は、毎週木曜日14時～15時です。

コンビニ商品のドローン配送 
小高で試験運用スタート

物流、防災、建築…
ロボットの実用化に向け
次々と行われる実証試験
　原町区で整備を進めている復興工
業団地や馬事公苑、横川ダムなど５
カ所は、福島浜通りロボット実証区
域に指定されています。
　指定エリア外でも、地元行政区等
にご協力いただきながら、チャレン
ジのしやすいまちづくりに取り組ん
でいます。
　市内での実証試験は、平成27年か
ら平成29年までで、34事業者によっ
て延べ104日間行われました。

参加しよう！

１.日本無人機運行管理コンソーシアムの大規模実証試験（３月、１０月）
２. 復興工業団地造成工事に i－Construction 導入（６月）
３.自律制御ドローンによる農薬散布実証（９月）
４.ロボットによるダム内側の点検の実証実験（９月）
５. 市ロボット産業セミナー（１０月・東京都）
６. 総合防災訓練（１１月）
７. ヘリコプターと無人航空機の安全性能試験（１２月）
８. 配送ロボット物流活用実証実験（１２月）

アイ          コンストラクション

参加しよう！

防災 建築

挑

全国に先駆ける
ロボットのまち南相馬の実現へ！
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